
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 新型コロナウィルスが流行しているといえども、異常気象や資源の

問題などに対しては、すぐにでも備えなくてはなりません。また高度

な情報化などにより、複雑になった社会で解決すべき問題は山積み。

そんな中で著者は、問題をその分野の専門家だけに任せるのではな

く、我々一人ひとりも参加して、社会全体で問題解決にあたるべきだ、

と説きます。では、そのために有効な手段とは何か。それは学術書を

読むことだそうです。専門家が自分の専門分野について二回り、三回

りほど外の人に向けて書いた学術書を読むことで、議論に必要な共通

の知識が社会に蓄えられていくといいます。「そうはいっても学術書

は敷居が高い」と思う方のために、「〇〇学史」といった本でその分

野の概略をつかむ、など選び方のアドバイスもあります。 

 学術書を読むには、図書館はうってつけの場所。新しい自分と新し

い世界のため、ぜひチャレンジしてみて下さい。      （西澤）
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『学術書を読む』 
鈴木 哲也 著 京都大学学術出版会 ０１９ス 

新しいことに挑戦！ 
新年明けましておめでとうございます。感染が収

束する日が来ることを信じ、その日を思い切り楽し

むために、今から新しい趣味を見つけてはいかがで

しょう。図書館がそのお手伝いをいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

  

■丹波篠山市立中央図書館（丹波篠山市西吹 88-1） TEL 079-590-1301／FAX 079-594-5450 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.city.tambasasayama.lg.jp/chuotoshokan/index.html 

着物を日常的に着たいと思っても、マナーやルールがわからずためら

ってしまう人が多いのではないでしょうか。付け下げ、訪問着は格式高

いフォーマルウェアと知っていても、紬やウールのドレスコード、帯の

組み合わせなどのルールは？となると疑問が先行してしまいます。 

ではいったいこのルールはいつ、だれが決めたのでしょうか。古くか

ら連綿と受け継がれてきたルールとおもいきや、明治初期、それも特定

の呉服屋の商業モデルが今に受け継がれているものもあるのだとか。著

者は、着物の専門家ではない文筆家ゆえ、独自の取材でファクトチェッ

クを重ね、着物業界の不都合な真実や、素人ならではの疑問をわかりや

すく解明していきます。無料着付け教室のからくり、人気女優のギャラ

はどこから？といった疑問は多くの人が抱くものでしょう。関係者から

は、「着付け教室は簡単に着られたら商売あがったりだから簡単に着ら

れないように教えているの」と、驚愕の一言が返ってきました。 

でも、やっぱり着物を素敵に着こなした女性は魅力的であることに間

違いありません。著者は、日常着として気軽に楽しめるファッションの

一つとして、広く受け入れられて欲しいと願う一人です。  （小土井）

 

 家を建てる、高級車を買う、世界一周旅行・・・。宝くじが当たっ

たらどうしようかと考えたことはありませんか？そんな期待はあっけ

なく裏切られることがほとんどですが、実際に当選したらどうなるの

でしょう。 

 物語の主人公は新堂修一、３２歳独身。食品会社の経理課に勤める、

いたって普通のサラリーマン“だった”。修一の趣味は、宝くじを友引

の日にバラで１０枚買うこと。大晦日の夜、１人自宅で宝くじの当選

番号を確認すると、２億円大当たり！新年を迎え、銀行を訪れると奥

の部屋に通された。通帳には＜２００，０００，０００＞の入金。修

一は母にだけ当選を伝え、親孝行をしてその後は堅実でつつましい生

活を続けようとするが、その日から人生は一変してしまう。急に現れ

た親戚、ボランティア団体と名乗る者からの寄付金をつのる電話、同

級生との再会・・・。修一は度重なる困難をどう乗り越えるのか。 

主人公を通して、宝くじが当たった体験を味わえる１冊です。（永井）

『宝くじが当たったら』 
安藤 祐介 著 講談社 Ｆアン 

『着物の国のはてな？』 
片野 ゆか 著 集英社 ５９３．８カ 

マークデザイン 
 加 藤 昌 男  
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「トゥルーマンショウ」 
１９９８年・アメリカ １０３分・吹き替え 

■監督 ピーター  ウェアー 

■出演 ジム  キャリー 他 

■日時 １月 8 日（金）14：00～1５：４０ 

１月 9 日（土）15：00～1６：４０ 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 

 

 

休館日 

親子ふれあい

スペース開放
（図書ｺｰﾅｰ） 

休館日 

休館日 

休館日 

親子ふれあい

スペース開放
（図書ｺｰﾅｰ） 

図書コーナー 
   休館日 

休館日 休館日 

入場無料 

申し込み不要 

休館日 休館日 

丹波篠山だけ 

図書館の日 

人生のすべてをテレビのリアリティ

ショーで生中継されていた男を描い

たコメディドラマ。離島の町シーヘ

ブンで生まれ育った男トゥルーマ

ン。保険会社で働きながら、しっか

り者の妻メリルと平穏な毎日を送る

彼には、本人だけが知らない驚きの

事実があった …  

映画上映会 映画上映会 

オオムラサキ絵画展 （兵庫丹波の森協会）  1/6（水） ～ 1/15（金） 

写真展 （Hc HYOGO ハーツ）  1/16（土） ～ 1/27（水） 

環境フォーラム展（農都環境課）1/28（木） ～ 2/12（金） 



 

 

 

  

 

 

 

 

    

〔 使い方 〕 

① 扉を開け､本を開いてセットします。 

② 扉を閉め､スタートボタンを押します。 

③ ３０秒間お待ちください。 

 

 

 

  

    

   

   

   

   

＊図書館で借りられた本のみご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年が始まりました。 

コロナ禍での自粛生活の中、いつもと違うお正月となりました。 

お正月と言えば玄関などに飾る「正月飾り」ですが、「門松」は家を訪れる年

神様の目印になり、「しめ飾り」は神様が宿る神聖な場所を表し、災厄を払う魔

よけの意味もあるそうです。 

昨年は「アマビエ」が注目され、神社では疫病退散の神事が行われるなど、人

力が及ばない時、神頼みするのは昔も今も変わらないものです。 

“コロナ退散”“マスクよありがとう”笑顔あふれる１年となりますように！ 

中央図書館 職員一同 

｢図書除菌機」を設置しました 

紫外線を使って本を除菌し、風をあててページの間に 

はさまったゴミやホコリを除去します。 

■丹波篠山市民センター図書コーナー（丹波篠山市黒岡 191）  

TEL 079-552-0394 開館時間 10:00～18:00（日曜は 17:00 まで）  

※職員滞在時間は、 12:00～16:00 です。 

スマートフォン版蔵書検索システム

スタートボタン 


